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都市構造再編集中支援事業 ■
都市再生整備計画事業 □
まちなかウォーカブル推進事業 □



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 37.8 ha

令和 1 年度　～ 令和 3 年度 令和 1 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 秋田県 大仙市
だいせんし

刈和野
かりわの

地区

計画期間 交付期間 3

大目標　：　地域伝統行事の継承・活用と文化・活動・交流の拠点整備による地域の活性化と交流の推進
　目標①：地域住民の活動・交流を促進し、地域の活性化を図る。
　目標②：地域の伝統行事や文化イベント等と連携したにぎわい創出と回遊性の向上を図り、交流を推進する。

・本市は、平成17年3月に8市町村が合併して誕生し、市域は866.7k㎡と広大になったものの、人口は平成17年の93,352人から平成27年には82,783人と減少の一途をたどっており、道路や水道のインフラの維持等に支障を来すことが懸念されている。
・このような中、大仙市都市計画マスタープランでは、大曲駅周辺を本市の中核拠点として定めるとともに、合併前の旧市町村において中心となっていた地区を地域拠点として位置づけ、点と軸によるネットワークの形成により持続可能な都市経営を
目指すこととしている。平成29年3月には大仙市立地適正化計画を策定し、「まちなか」のにぎわい創出、人口密度の維持、生活サービス施設の適正な配置及び公共交通の充実に向けたまちづくりの基本方針を設定している。
・立地適正化計画の中で市役所庁舎や公民館、図書館等を都市機能誘導施設とし、公共施設の集約・複合化や効果的な配置により各種サービスの効率的な提供を行うことで、持続可能な都市の実現を目指している。また、その他の公共施設に関し
ても用途に応じて都市機能誘導区域内への立地を検討している。

・刈和野地区は、西仙北地域の地域拠点として位置づけられている。平成29年3月に策定した立地適正化計画では、同地区に居住誘導区域及び都市機能誘導区域が定められており、誘導施設として公民館が位置づけられている。
・同地区にある既存公民館は、昭和54年に建設され、地域の文化・活動・交流の拠点として利用されてきたが、建築から40年が経過し老朽化が顕著となってきていることや、平成19年度に実施した耐震診断では、早急に耐震補強等の対策が必要であ
るとの診断がなされていることに加え、3階建ての施設であるにもかかわらずエレベーターが設置されていない、土足に対応していないなど、利用者や地域団体から改善の要望がなされたことから、平成26年9月から民間団体の代表などから成る改築
検討委員会において改築に関する検討を進めてきた。
・また、同地区では、５００年余りの伝統を誇る国内最大級の大綱として、当市で唯一国の指定重要無形民俗文化財に指定されている「刈和野の大綱引き」が地域の伝統行事として広く知られているが、人口減少や地域コミュニティの希薄化、生活スタ
イルの変化に伴い運営に携わる人材が年々減少してきており、行事の維持・継承が懸念される状況にある。
・同行事は、誰でも自由に参加できるが、それは主に綱引き当日だけであり、当日以外は浮嶋神社に奉納された大綱や刈和野大綱展示場（JR刈和野駅前）に展示されている大綱を見学する程度しかできない状況にあることから、運営団体である刈和
野大綱引保存会からは、人材確保と後継者育成、伝統行事の継承に加え、地域資源を活かした通年観光化による地域活性化について要望がなされている。
・「刈和野の大綱引き」の保存継承を図るため、地域では小中学生及び高校生が綱づくりや当日の行事に参加するなど、文化の継承と後継者の育成に力を入れている。また、大綱引き当日を盛り上げようと、行政と西仙北地域の民間企業や団体が協
働し平成27年からイベントを行うとともに、平成29年には中学生が主体となり、缶バッジの製作・販売を行うなど、地域の伝統文化に対する意識が高まってきている。
・同様の伝統的な大綱引き文化のある韓国唐津（タンジン）市とは、平成19年に友好交流都市として交流をはじめ、これまで綱引き行事を通じた文化、行政間、青少年、スポーツ交流を行い、平成29年で10周年を迎えた。これを機に、相互理解を深め、
民間主導による交流を促進するため、経済交流会議を開催するなど更なる交流を深めることとしている。

・既存の西仙北中央公民館は、建築から40年が経過し老朽化が顕著となってきていることや利便性が低下していることに加え、早急に耐震補強等の対策が必要となっている。
・また、同館及びその敷地は近隣3町内の災害時避難施設（収容人員1,300人）に指定されていることから、利用者の安全確保や避難施設としての機能強化を図る必要がある。
・当該地区で行われている伝統行事「刈和野の大綱引き」は、運営に係わる人材が年々減少してきており、行事の維持・継承が懸念される状況にある。
・都市計画マスタープランにおいて、地域拠点として位置づけられている地区であることから、都市機能の更新と機能集約を進める必要がある。

【総合計画】
・第２次大仙市総合計画基本構想（H28.3）では、市街地の整備について、市街地の低密度な拡散を回避し、機能集約を図った集約型都市構造の実現に向けた適正な都市計画の推進を目指すこととしている。
・また、地域社会の維持・活性化について、各種生活サービスや地域住民同士のコミュニケーションや交流をつなぎ、集落地域の暮らしの安全・安心を守る小さな拠点の形成を目指すこととし、生涯学習・子育て・防災・世代間交流の４つの分野に係る
機能を担う複合型施設の整備に取り組むこととしている。
・さらには、同構想地域振興計画では、刈和野地区を含む西仙北地域の目指すべき地域像として「伝統文化の継承による活気あるまちづくりと地域住民がともに支え合う地域」を掲げ、伝統文化や地域行事を活用した活気ある地域づくりを目指すこと
としている。
・都市計画マスタープラン（H21.7）では、機能集約を図るべき「拠点」を明確にするとともに、「軸」によるネットワークの形成により、持続的な都市経営の実現を目指すこととしており、大曲駅周辺を市の中核拠点として、また、大曲地域を除く７地域の支
所・駅周辺を地域拠点として位置づけ、行政機能や交通結節機能、文化教育、医療・福祉、商業等の機能を維持、強化することとしている。
・地域コミュニティ活動拠点形成ビジョン（H28.3）では、大曲地域を除く７地域の支所周辺を地域コミュニティ活動拠点とし、地域道路や鉄道、土地利用に配慮しながら施設などの整備を計画していくこととしている。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年 H29 R3

５段階評価 H29 R3

人／年 H29 R3

大綱交流館利用者数 大綱交流館の年間利用者数
地域コミュニティ活動・交流の拠点整備よる活動・交流人口の推移を示す
指標として、大綱交流館の年間利用者数を指標とする。

21,952 30,000

地域活性化に関する地域住民満足度 地域活性化に関する地域住民の満足度
地域の活性化を目標としていることから、地域活性化に対する地域住民
の満足度を指標とする。

3.09 3.50

刈和野の大綱引き関連イベント参加者数 刈和野の大綱引き及び関連するイベントへの参加者数
地域の伝統行事等と連携したにぎわい創出を測る指標として、刈和野の
大綱引き関連イベントへの参加者数を指標とする。

7,858 12,058

・刈和野地区で誘導施設として設定されている基幹公民館として「大綱交流館」を整備する。
・整備から40年が経過している既存生涯学習施設を更新し、都市施設としての機能の更新・強化を図るとともに、地域コミュニティ活動や住民同士の交流を促進し、地域の活性化を図る。
・また、地域の伝統行事である「刈和野の大綱引き」に関する展示コーナー及び作業棟を整備し、歴史や大綱の製作過程、綱飾り作業や大綱引き当日の行事の様子、国外の友好交流都市で行われている綱引き行事などを紹介するとともに、大綱製
作に合わせ、実際に作業体験ができる施設として整備し、伝統行事の継承と活用を図る。

　予定なし

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・大曲駅周辺を本市の中核拠点として位置づけ、経済・交流等の市民活動や観光等の拠点となる「都市の顔」を形成するとともに、合併前の旧市町村において中心となっていた地区を地域拠点として位置づけ、「地域の顔」として行政・文化教育・医療
福祉・商業（主に日用品）等の機能を維持・強化することで、合併以前の８地域が連携した都市構造を目指している。
・その中で、鉄道駅などの交通結節点に近接し周辺からアクセスしやすく、生活利便施設が集積している区域を都市機能誘導区域とし、適切な都市機能増進施設の立地を必要な区域に誘導することにより、住宅立地の適正化を図っている。地域拠点
である刈和野地区は都市機能誘導区域として、既存の生活利便施設の維持を図るとともに、市民のさらなる生活環境向上に向けた都市機能増進施設の誘導を図ることとしている。
・また、都市機能誘導施設については国土交通省の手引きの考え方を踏まえつつ、地域の特性や利樹農の立地状況等を考慮した上で独自の位置づけを行っており、刈和野地区の誘導施設に関しては地域の現状を踏まえた上で、行政機能として市
役所支所、介護福祉機能として地域包括支援センター・高齢者相談施設・健康増進施設・サービス付き高齢者向け住宅、子育て支援機能として子育て支援拠点施設、教育・文化機能として基幹公民館・図書館を設定している。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【大綱交流館の整備により、地域住民が活動・交流する場を創出する】
・整備から40年が経過している既存生涯学習施設を更新し、都市施設としての機能の更新・強化を図るとともに、地域コミュニティ活動や住民同士の交流
を促進し、地域の活性化を図る。
・展示コーナー及び作業棟では、綱引きの歴史や大綱の製作過程、綱飾り作業や大綱引き当日の行事の様子、国外の友好交流都市で行われている綱
引き行事などを紹介するとともに、大綱製作に合わせ、実際に作業体験ができる施設として整備し、刈和野大綱引保存会と連携しながら伝統行事の継
承と活用を図る。
・地域行事や地域資源を活用した地域住民が主役となるソフト事業を企画、実施し、地域住民が主体的にまちづくりに取り組む環境を創出する。
・関連事業として、大綱引き会場に面する大綱交流サロンを改築し、綱引き当日には観覧場として、当日以外は大綱交流館のサテライト施設として利用
を促進し、地域住民の活動・交流の機会を創出する。
・また、園児や小学生を対象とした読み聞かせ教室など隣接する図書館との連携を継続し、利用者の利便性を図る。

○大綱交流館整備事業（基幹事業／高次都市施設：地域交流センター）
○「刈和野の大綱引き」伝統継承事業（提案事業／地域創造支援事業）

・大綱交流サロン改築事業（関連事業／市）

【地域の伝統行事や文化イベント等と連携した回遊性の向上】
・統一性のある観光案内板の設置や街灯に添架されている案内板のデザイン更新により、まちなかの景観形成と回遊性向上を図る。
・関連事業として大綱交流サロンの改築を実施し、来訪者の休憩スペース、イベントの開催、綱引きに関する資料展示など交流、滞留の場を創出し、ホ
スピタリティの向上を図る。
・JR刈和野駅前にあり、地域のシンボルである原寸大の大綱を展示している刈和野大綱展示場を改築し、地域の伝統行事である国内最大級の大綱引
きのＰＲ効果を高めるとともに、実際に触れることができる展示方法とし、刈和野駅を起点としたまちなか回遊を促進する。
・また、地域の団体や中学校と連携しながらまちの魅力向上に務めるとともに、地域の伝統行事を核とするソフト事業を企画、運営し、伝統行事の維持、
継承を図る。

○案内板整備事業（基幹事業／地域生活基盤施設：情報板）
○大綱交流館整備事業（基幹事業／高次都市施設：地域交流センター）
○刈和野大綱展示場改築事業（提案事業／地域創造支援事業）
○体験プログラム企画運営事業（提案事業／まちづくり活動推進事業）

・大綱交流サロン改築事業（関連事業／市）
・「刈和野の大綱引き」映像上映事業（関連事業／市）

【事業終了後の継続的なまちづくり活動】
本地区では、伝統行事の継承とまちづくりへの活用の検討がなされてきたことに加え、中学生から発信された新たな取り組みがきっかけとなり、まちづくりへの関心が高まっていることから、関係者間の連携・連絡を図りながら引き続きまちづくりを推進す
る。

【交付期間中の計画の管理について】
交付期間中において各種事業を円滑に進めるため、庁内での調整・連携体制を確保するとともに、西仙北地域協議会において事業の進行管理、評価を行う。また、都市再生整備計画書や計画概要等を市のホームページで公開する。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 大仙市 直 Ｎ＝6基 R3 R3 R3 R3 3.1 3.1 3.1 3.1 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター 大仙市 直 2,418.3㎡ H29 R2 R1 R2 973.8 793.0 793.0 793.0 -

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 976.9 796.1 796.1 0 796.1 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

大仙市刈和野 大仙市 直 156.0㎡ R2 R3 R2 R3 84.2 84.2 84.2 84.2

大仙市 直 - R1 R3 R1 R3 1.8 1.8 1.8 1.8

大仙市 直 - R1 R3 R2 R3 0.4 0.4 0.4 0.4

合計 86.4 86.4 86.4 0.0 86.4 …B

合計(A+B) 882.5
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
○○法人 △△㎡ ○ R2 R4

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
大仙市 ○ R1 R2 25.8

大仙市・民間団体等 ○ R1 R3 0.0

合計 25.8

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

大綱交流サロン改築事業 大仙市刈和野

事業主体 所管省庁名 規模

「刈和野の大綱引き」映像上映事業 大仙市刈和野

事業 事業箇所名

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

○○病院整備事業 ○○○

事業主体 所管省庁名 規模事業 事業箇所名

地域創造
支援事業

刈和野大綱展示場改築事業

「刈和野の大綱引き」伝統継承事業 大仙市刈和野

まちづくり活
動推進事業

体験プログラム企画運営事業 大仙市刈和野

事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名

住宅市街地総合整備事業

細項目

案内板

大綱交流館整備事業（生涯学習施
設）

交付期間内事業期間
細項目

規模
（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0.433交付対象事業費 882.5 交付限度額 382.3 国費率

統合したB／Cを記入してくださ


